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試金石ストーリー 10
レオがやってきた

Photo Caption: レオクラブは140カ国に存在します。
世界の至る所で、若者たちが変わらぬ友情を育み、ボランティア活動の価値を学んでいます。彼らが所属しているのはレオクラブ、青少年に的を絞ったライオンズのプログラムです。アルファ（12～18歳）とオメガ（18～30歳）の別を問わず、レオクラブの会員は各地域社会に奉仕するスキルを養っており、成果はまさに感動的です。

キュラソー・レオクラブが企画した事業では、学校の児童にいじめをやめるよう呼びかけました。マレーシアのバトゥパハ高校レオクラブは自転車で40キロを走破し、環境に優しい移動手段への認識を促しました。オランダでは、ホームレスにイースターの朝食を提供できるよう、ロッテルダム・レオクラブが衣類を販売して資金を集めました。チュニジアのネアポリス・ナブール・レオクラブは地元の老人ホームに寄付を行い、入所者と交流して元気づけました。
「一つの行動で生活を変えられることが分かります」と、2014年に子ども用の防寒服を集めた後で、ペンシルバニア州エフラタのレオ、カット・サンデルは述べています。

レオクラブが国際的に公認されるようになったのは1967年以降のことですが、ライオンズ付属の青少年奉仕クラブの起源は古く、国際協会自体とあまり変わりません。早くも1922年には、アーカンソー州フォートスミスのライオンズが町の高校に組織を設け、「ジュニア・ライオンズクラブ」と名付けています。目的は市民のリーダーシップを養うことで、その年のうちに数十人の中高生が加わりました。

年月が流れる中で、他のライオンズクラブも付属の青少年クラブを設けています。常設の青少年プログラムとなる種は、1957年にペンシルバニア州のアビントンで蒔かれました。ビル・グレーバーが父親でグレンサイド・ライオンズクラブの会員だったジムに、「ライオンズが青少年の奉仕クラブを作らないのはなぜ？」と尋ねたのです。
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アビントン高校野球チームのコーチだったジムはまもなく、「高校にライオンズの青少年クラブを作れば、生徒たちに地域社会奉仕を促せる」と考えるようになります。グレーバーと仲間のライオン、ウィリアム・アーンストはこのアイディアをクラブに説明し、ライオンズは熱心な35人の生徒（多くは野球チームのメンバー）の力を借りて、この取り組みを進めようと決めました。1957年12月5日、最初のレオクラブが結成されます。クラブはスクール・カラーのマロンとゴールドを採用し、「リーダーシップ（leadership）、平等（equality）、機会（opportunity）」を表すLEOという頭字語を作りました。「平等（equality）」の言葉は後に「経験（experience）」へと変更されます。

1964年に14K地区（ペンシルバニア州）のライオンズがレオクラブを地区の公認事業としてスポンサーになり、レオ・プログラムのニュースが広まると、まもなくペンシルバニア州の全域で続々とクラブが生まれました。数年後、ライオンズクラブ国際協会の青少年委員会は青少年クラブのプログラムを開発する可能性を模索していましたが、すぐに新しい何かを作る必要が全くないことに気付きます。効率的で効果的な青少年クラブとして、レオがすでに基準を打ち立てていたからです。1967年10月、理事会は世界規模でレオクラブ・プログラムを実施することに決め、2年のうちに48カ国に918のクラブが生まれました。
2015年現在、世界140の国々で5,700余りのレオクラブが、学校と地域社会を基盤に活動しています。青少年がレオクラブを通してそれぞれの地域社会に変化をもたらし、個々に生涯役立つリーダーシップ・スキルを養っているのです。
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